2015年度総会及びIIR創立60周年記念シンポジウム
スケジュール
2015年度総会：
日時：2015年6月20日(土) 　14：00～14:20

場所：慶應義塾大学　三田西校舎２階　519号教室
IIR　創立60周年記念シンポジウム・プログラム　　（14：20～18:15）
1 　開会のご挨拶　西室泰三氏（慶應義塾評議員会議長、IIR4期）、
2 　IIR　学生による報告「50周年から60周年への歩み」「今年の活動予定」
3 　國領二郎常任理事による慶應義塾のグローバル化の現況についての講演、

4  IIR　OBOGによるパネルデイスカッション「塾のグローバル化とIIRの役割」
（15：45～16:30）
國領二郎常任理事による慶應義塾のグローバル化の現況についての講演、

講演者；

國領二郎　君　総合政策学部教授　スーパーグローバル大学創成支援事業構想責任者
慶應義塾常任理事（国際担当・湘南藤沢キャンパス担当）
慶應義塾ニューヨーク学院理事長
（16：35～18:10）
IIR　OBOGによるパネルデイスカッション「塾のグローバル化とIIRの役割」
パネリスト（敬称略）
田中　俊郎　（慶應義塾大学法学部名誉教授、IIR前顧問）

ウェイン　リトン　（UBC元IIR年間交換留学生5期生、バンクーバー在住）
マーティ　キーナート　（スタンフォード大元IIR留学生、東北大学総長顧問　他、特選塾員授与）

原　丈人（IIR　OB22期、デフタ・パートナーズグループ会長、アライアンス・フォーラム財団代表理事。内閣府参与、経済財政諮問会議専門調査会会長代理）

司会（モデレーター）　安倍　宏行　（IIR23期、IIR　OBOG会副会長、Japan In-depth編集長、元フジテレビ解説委員）
会員懇親会：　上記記念催事に続いて　18:30～20:30
会場：三田キャンパス・北館　ファカルティクラブ
60周年記念シンポジウム　講演者　パネリスト　プロフィール；　（敬称略）
講演者 （敬称略）
國領 二郎（こくりょう じろう、1959年― ）

日本の経営学者。　2013年（ 平成25年）より慶應義塾常任理事。専門は経営情報システム。
Best Paper Award（2013年4月）他　受賞歴多数。　現在情報社会学会理事・副会長　
1982年東京大学経済学部経営学科卒業、日本電信電話公社入社、1992年 ハーバード大学経営学博士号取得、1993年慶應義塾大学大学院経営管理研究科助教授、2003年慶應義塾大学環境情報学部教授、2009年慶應義塾大学総合政策学部長を歴任し現職。
著書多数；　『ソーシャルな資本主義』（日本経済新聞出版社, 2013）. 『オープン・ネットワーク経営』他　
パネリスト　；　（敬称略）
田中　俊郎（たなか　としろう、1946年 - ）

国際政治学者。専門は、ヨーロッパ連合（EU）の政治、イギリス外交史。外交についての時事評論も行なっている。　都立新宿高校を経て慶應義塾大学法学部卒業。現在、名誉教授。
日本国際フォーラム政策委員。著書多数；『EUの政治』（岩波書店、1998年）ほか、

IIR前顧問として５０周年記念以降の現役学生活動の指導を戴いた。
ウェイン　リトン（UBC元留学生5期生、バンクーバー在住）Mr. Seymour Wayne Lytton 1941- )

カナダ製品の輸入販売を手がける、日本法人チーナ・ジャパン（日本橋浜町）代表
メイプルシロップや各種カナダ産ワイン、サーモンや数の子などの珍味 etc.　カナディアンフードを専門に、幅広い商品群で、日加の架け橋としてビジネス展開する。  バンクーバー島・ナナイモ出身。 2014年バンクーバー企友会「日系ビジネスアワード大賞」を授与。

マーティ　キーナート　（スタンフォード大元留学生、特選塾員授与）

Mr. Martin Paul Kuehnert　(1946-   宮城県仙台市在)

現職；仙台大学　副学長／教授、東北大学　総長顧問、東北楽天ゴールデンイーグルス　シニアアドバイザー　他。1965年初来日した以降日米のベースボール交流に関与、
活動の本拠を日本に置き、知日家として親日家としてスポーツビジネス、学術の分野でも大いに活躍している。 著作「ニッポン野球一刀両断」「文武両道、日本になし」（早川書房）他
原　丈人 （はら じょうじ、George Hara、1952年 - ）

実業家、考古学者、ベンチャーキャピタリスト。内閣府参与、経済財政諮問会議専門調査会会長代理。
著書多数；「新しい資本主義」（PHP新書）、「21世紀の国富論」（平凡社） 同書で PUC の概念を提起した。　『公益資本主義』提唱者は原丈人氏。
司会（モデレーター）　（敬称略）
安倍　宏行　（IIR23期、IIR OBOG会副会長）（あべ ひろゆき、1955年- ）　
ジャーナリスト、危機管理コンサルタント。株式会社安倍宏行代表取締役、ウェブメディア Japan In-depth編集長。総理官邸担当記者、ニューヨーク支局長などを経て解説委員。『ニュースJAPAN』メインキャスター、BSフジ『プライムニュース』解説キャスターなどを務める。元慶應義塾大学メディア・コミュニケーション研究所非常勤講師。成城大学非常勤講師。
著書：「絶望のテレビ報道」（PHP出版）2014年

Greetings from India!

I wish celebrate the 60th anniversary of IIR of Keio University!

I came to Keio University as an annual exchange student of IIR’s program from Delhi University, India over half a century ago.

My book which I hope will soon be published is a catalogue of my half a century of connections with Japan. In this period Keio was the starting point in 1962 and in a sense was the ending point when I stopped working as a professor at Keio and shifted my residence to India in 2010, having spent 6 years as a teacher at Keio. 

I am glad there is an emphasis on making Keio a Global Institution with global rankings. I am happy to assist this process in whatever way I can. I am still teaching at a virtual university in Tokyo called the Business Break Through University. I am also a chairman of the Global Indian International School in Tokyo. As a symbol of the global nature of our school in Edogawa-ku is the fact that forty percent of our children are Japanese!

Their parents choose to send their children to us because they appreciate the

global dimensions of our curriculum and the multi lingual nature of the education we offer.

I hope the next administration of Keio will pay more attention to the position

of Japan as a leading Asian country. In global world it is essential to be anchored firmly to the region in which country situated. Firm moorings in the region enable a country to engage globally with confidence, secure in the

knowledge that it has the support of its regional friends. This should be an important goal of the Keio administration which will take charge of the university in the future.

I wish my friends in the IIR of Keio University all the best in the future.

Aftab Seth

Ambassador to Japan, 2000-2003

Annual Exchange Student from Delhi, 1962-1963
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